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序　　文
京都市内には、いにしえの都平安京をはじめとして、数多くの埋蔵文化財包蔵地（遺跡）

が点在しています。平安京以前にさかのぼる遺跡及び平安京建都以来、今日に至るまで

営々と生活が営まれ、各時代の生活跡が連綿と重なりあっています。このように地中に埋

もれた埋蔵文化財（遺跡）は、過去の京都の姿をうかびあがらせてくれます。

公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所は、遺跡の発掘調査をとおして京都の歴史の解明

に取り組んでいます。その調査成果を市民の皆様に広く公開し、活用していただけるよう

努めていくことが責務と考えています。現地説明会の開催、写真展や遺跡めぐり、京都市

考古資料館での展示公開、小中学校での出前授業、ホームページでの情報公開などを積極

的に進めているところです。

このたび、会社施設建設に伴う平安京跡の発掘調査について調査成果を報告いたしま

す。本報告の内容につきましてお気づきのことがございましたら、ご教示賜りますようお

願い申し上げます。

末尾になりましたが、当調査に際しまして多くのご協力とご支援を賜りました関係各位

に厚く感謝し、御礼を申し上げます。

令和５年12月

公益財団法人　京都市埋蔵文化財研究所

所　長　　　井　上　満　郎



例　　言

１	 遺　跡　名	 平安京跡　（京都市番号　22Ｈ128）

２	 調査所在地	 京都市右京区西院西溝崎町19番地１他

３	 委　託　者	 ローム株式会社　総務・安全・サステナビリティ推進担当

	 	 総務部長　山根慎太郎

４	 調	査	期	間	 2022年12月８日〜2023年５月15日

５	 調	査	面	積	 1,859㎡

６	 調査担当者	 松吉祐希・岡田麻衣子・渡邊都季哉・樋口武志

７	 使	用	地	図	 	京都市発行の都市計画基本図（縮尺１：2,500）「西京極」を参考にし、作

成した。

８	 使用測地系	 	世界測地系　平面直角座標系Ⅵ（ただし、単位（ｍ）を省略した）

９	 使	用	標	高	 	T.P.：東京湾平均海面高度

10	 使用土色名	 	農林水産省農林水産技術会議事務局監修『新版　標準土色帖』に準じた。

11	 遺	構	番	号	 通し番号を付し、遺構の種類を前に付けた。

12	 遺	物	番	号	 	種類ごとに通し番号を付し、写真番号も同一とした。土器・土製品は番号

のみとし、瓦は「瓦」、木製品は「木」を番号の前に付けた。

13	 本	書	作	成	 松吉祐希

	 	 付章：株式会社　パレオ・ラボ

14	 備　　　考	 	上記以外に調査・整理ならびに本書作成には、調査業務職員及び資料業

務職員があたった。

15	 協　力　者	 	調査・整理にあたっては、以下の方々からご教示をいただいた。記して感

謝いたします。

	 	 	國下多美樹（龍谷大学）、澤田裕

子（三重大学）、清水みき（古代

学協会）、谷崎仁美（龍谷大学）、

中町美香子（花園大学）、西山良

平（京都大学）、平尾政幸、堀	大

介（佛教大学）、山中	章（三重大

学）、吉野秋二（京都産業大学）

	 	 ※	敬称略、所属は調査時

（調査地点図）
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平安京右京六条三坊六町跡

１．調査経過

（１）調査の契機（図１）

本調査は、ローム株式会社ものづくりイノベーションセンター新築計画に伴う発掘調査である。

調査地は京都市右京西院西溝崎町19番地１他に位置し、平安京右京六条三坊六町跡にあたる。

調査は京都市文化市民局文化芸術都市推進室文化財保護課（以下、「文化財保護課」とする）の

指導のもと、公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所が行った。今回の調査では、試掘調査や既往の

周辺調査の成果から、平安時代の遺構の検出と、それに伴う遺物の確認を目的とした。

（２）調査の方法と経過（図版１）

調査区は、排土置き場の関係から１区と２区の２箇所に分けて行った。また、２区の北東部に拡

張区を設け、調査を行った。調査面積は、１区950㎡、２区845㎡、拡張区64㎡で、総面積は1,859

－1－

図１　調査地と周辺調査位置図（１：5,000）



㎡である。

調査は南側の１区から開始し、２区・拡張区の順に行った。現代盛土は重機を用いて掘削し、遺

構の検出及び掘削は人力で行った。調査では、掘立柱建物や柱列・溝・土坑などを検出した。検出

した遺構は写真測量による平面図や土層断面図を作成し、写真撮影などの記録作業を行った。調査

後は重機により埋め戻しを行った。調査期間は令和４年12月８日から令和５年５月15日である。

調査中は適宜、文化財保護課の指導及び、文化財保護課が選任した検証委員である近畿大学の網

伸也教授の視察を受けた。
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図６　２区作業状況（南東から） 図７　埋め戻し状況（南から）

図４　１区作業状況（北東から） 図５　１区ドローンによる撮影状況（南東から）

図２　調査前全景（北東から） 図３　１区重機掘削状況（西から）



２．調査地の位置と環境（図１、表１）
調査地は、京都盆地の北西部に位置し、紙屋川流域の完新世に形成された扇状地に位置する

１）

。

周辺の遺跡として、調査地北東側で弥生時代から古墳時代の集落跡である西院遺跡、北西側で弥

生時代から奈良時代の集落跡である西京極遺跡が広がる。調査地北側の調査10では縄文時代の流

路や土坑、調査３では古墳時代の湿地状落ち込みや自然流路、調査11では古墳時代後期の土坑を

検出している。

平安時代では、調査地は平安京右京六条三坊六町の南東部にあたり、北を六条坊門小路、東を宇

多小路、南を楊梅小路、西を馬代小路に画される。

六町では、南西部で調査が行われており、平安時代前期の掘立柱建物２棟、井戸と井戸に伴う覆

屋を検出した（調査９）。

二町では、平安時代前期の掘立柱建物や井戸、土坑、樋口小路と両側溝を検出した（調査１）。四

町では、平安時代前期の掘立柱建物、井戸、柵、溝、土坑を検出した（調査２〜８）。調査３では、

１町を南北に２分する小径（両側溝）を確認している。この小径の側溝は９世紀初頭には埋まる

が、その後も掘立柱建物や井戸が検出されており、９世紀後半まで土地利用がなされていたようで

ある。七町では、１町の東西を２分する小径（両側溝と道路）や掘立柱建物群を検出しており、１

－3－

表１　周辺調査一覧表



/２町規模の宅地であったとみられる（調査10）。八町では、平安時代前期に１町規模の邸宅が存在

していた。南部は縄文時代から古墳時代の流路跡を利用し、礫を敷くなど修景したとみられる池状

遺構、北部は掘立柱建物群が並ぶ（調査10・11）。十町では、１町の東西、南北の中心位置に溝を

検出しており、平安時代前期には１/４町規模の宅地であったと考えられる（調査10）。

このように、調査地周辺では平安時代前期の遺構を多数検出しており、１/４町規模（右京六条

三坊十町）、１/２町規模（右京六条三坊四町・七町）、１町規模（右京六条三坊八町）の邸宅も営

まれていたが、平安時代中期から後期にかけての顕著な遺構・遺物は確認されていない。

中世になると、調査４で鎌倉時代の耕作溝、調査２で鎌倉時代の遺物を、調査５・６で中世の耕

作溝を確認している。調査地周辺は、鎌倉時代には耕作地化するようで、その後は近代にいたるま

で耕作地としての利用が続く。
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３．遺　　構

（１）基本層序（図版４・５）

調査地の現地表面の標高は23.0〜23.2ｍであった。基本層序は、上から現代盛土（厚さ0.6〜0.8

ｍ）、近世とみられる耕作土（厚さ約0.1ｍ、標高22.3〜22.4ｍ）、中世とみられる耕作土（厚さ約

0.1ｍ、標高22.2〜22.3ｍ）、基盤層（標高22.1〜

22.2ｍ以下）である。

基盤層上面を遺構面として調査を行い、弥生

時代から中世の遺構を検出した。

（２）弥生時代の遺構（図版２・３・14）

土坑331（図８、図版15）　調査区北東部で検

出した土坑。北部は削平を受けており、長軸1.5

ｍ、短軸1.1ｍの不定形を呈する。深さは0.2ｍ

である。土坑の西部で弥生土器２点が出土した。

（３）平安時代の遺構（図版２・３・14）

掘立柱建物７棟、柱列３条、溝２条、落ち込

み１箇所を検出した。

建物及び柱列の柱穴の柱痕跡は、平面の検出

で認識できたものは限定的であったが、断面観

察により一定数を確認した。図の点線で示した

柱推定位置は、この観察結果によるものである。

建物１（図版６・15・17）　調査区中央で検

出した東西棟の掘立柱建物。規模は梁行２間、

桁行５間で、柱間は梁行2.4ｍ（８尺）、桁行2.7

ｍ（９尺）である。方位は正方位である。柱穴
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表２　遺構概要表

図８　土坑331実測図（１：20）



の掘形は一辺0.7〜0.9ｍの隅丸方形を呈し、深さ0.25〜0.4ｍである。柱痕跡は径約0.2ｍである。

建物２（図版７・15・16）　調査区中央で検出した東西棟の掘立柱建物。規模は梁行２間、桁行

５間で、柱間は梁行・桁行ともに2.7ｍ（９尺）である。方位は正方位である。柱穴の掘形は一辺

0.6〜0.8ｍの隅丸方形を呈し、深さ0.25〜0.4ｍである。建物２は、建物１と重複する場所にある

が、柱穴自体は重複していないため、新旧は不明である。柱穴163のみ柱根を検出した。直径20㎝

である。

建物３（図版８・16）　調査区中央南部で検出した東西棟の掘立柱建物。規模は梁行２間、桁行

５間で、柱間は梁行2.4ｍ（８尺）、桁行2.7ｍ（９尺）である。北に対して西に約１度振れる。柱

穴の掘形は一辺0.7〜0.9ｍの隅丸方形を呈し、深さ0.4〜0.6ｍである。柱痕跡は径約0.2ｍである。

建物４（図版９・16・17）　調査区南西部で検出した南北棟の掘立柱建物。建物の北西部は攪乱

により失われているが、規模は梁行２間、桁行５間の身舎に、西側に庇が付く建物とみられる。身

舎の柱間は梁行2.4ｍ（８尺）、桁行2.7ｍ（９尺）、庇の出は2.7ｍ（９尺）である。北に対して西

に約１度振れる。柱穴の掘形は一辺0.6〜0.8ｍの隅丸方形を呈し、深さ0.4〜0.65ｍである。建物４

－6－

図９　建物５実測図（１：80）



と建物３の柱穴は一部で重複しているが、平面と断面観察から建物３が古く、建物４が新しいこと

がわかる。柱穴125・127・147・243で柱根を検出した。直径20㎝である。柱穴147の柱根北半部

の下には、板材や礫が柱根と掘形底面との隙間を埋めるように置かれていた（図版17－４）。柱の

傾きを調整したとみられる。

建物５（図９、図版17）　調査区南東隅で検出した掘立柱建物。規模は梁行２間分、桁行２間分

で、さらに南側と東側に続くとみられる。柱間は東西、南北ともに2.7ｍ（９尺）である。方位は

正方位である。柱穴の掘形は一辺0.5ｍの隅丸方形を呈し、深さ0.2〜0.4ｍである。柱痕跡は径約

0.2ｍである。

建物６（図版10・18）　調査区北東部で検出した東西棟の掘立柱建物。規模は梁行２間、桁行４

間で、柱間は梁行2.25ｍ（7.5尺）、桁行2.4ｍ（８尺）である。北に対して東に約２度振れる。柱穴

の掘形は、一辺0.6〜0.8ｍの隅丸方形を呈し、深さ0.25〜0.35ｍであるが、建物西辺は南北0.6〜

0.8ｍ、東西幅が約1.0〜1.2ｍと東西に長い隅丸長方形を呈する。柱痕跡は径約0.15ｍである。

建物７（図版11・18）　調査区北東部で検出した東西棟の掘立柱建物。規模は梁行２間、桁行４

間の身舎に、北側と南側に庇が付く建物である。身舎の柱間は梁行2.4ｍ（８尺）、桁行2.1ｍ（７

尺）、庇の出は３ｍ（10尺）である。北に対して東に約１度振れる。柱穴の掘形は一辺0.5〜0.6ｍ

の隅丸方形を呈し、深さ0.2〜0.5ｍである。柱痕跡は径約0.2ｍである。建物７と建物６の柱穴は

一部で重複しているが、平面と断面観察から建物６が古く、建物７が新しいことがわかる。

柱列１（図版12・18）　調査区中央南部で検出した南北柱列。柱間2.7ｍ（９尺）で、５間分（柱

穴200・202・204・206・101・103）を検出した。北に対して西に約１度振れる。柱穴の掘形は一

辺0.5〜0.6ｍの隅丸方形を呈し、深さ0.3〜0.7ｍである。柱穴200を除く柱穴５基で柱根を検出し

た。直径10〜15㎝である。建物１もしくは建物２の西端と柱筋が通ることから、建物１・２と関

連があるとみられる。また、柱列１と想定した柱穴と柱穴の間にも柱穴（柱穴201・203・205）を

確認している。
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図10　柱列２実測図（１：80）



柱列２（図10、図版18）　調査区北西部で検出した南北柱列。柱間は2.1ｍ（７尺）で、３間分を

検出した。北に対して東に約５度振れる。柱穴の掘形は一辺0.4〜0.6ｍの隅丸方形を呈し、深さ0.2

ｍである。柱痕跡は径約0.15ｍである。南側では柱穴を確認できておらず、西側に展開する建物の

東端の可能性がある。

柱列３（図版12）　調査区中央南部で検出した柱列。東西に延びる柱列（柱穴208・234・86）と、

南北に延びる柱列（柱穴208・102・104）をそれぞれ２間分確認した。いずれも柱間2.7ｍ（９尺）

である。北に対して西に約１度振れる。柱穴の掘形は一辺0.4〜0.6ｍの隅丸方形を呈し、深さ0.3〜

0.5ｍである。柱穴234で柱根を検出した。直径約10㎝である。東西に延びる柱列（柱穴208・234・

86）は柱列１と直交し、南北に延びる柱列（柱穴208・102・104）は柱列１と平行する。これら２

条の柱列と柱列１との柱間も2.7ｍ（９尺）である。この柱列３は、建物の北西隅となるか、もし

くは柱列１と一連の遺構となる可能性もある。

溝247（図11、図版19）　建物６・７の北側で検出した東西方向の溝。南北幅は0.9ｍで、東西

6.4ｍ分を検出した。深さは約0.5ｍ。埋土にブロック土が確認できることから、人為的に埋められ

たとみられる。平安時代前期（８世紀末から９世紀初頭）の土器や炭化物片などの遺物が、埋土３

層（図11）の上面から多量に出土した。炭化物はフルイ洗浄を行ったが、すべて木材であった。

溝356（図11、図版19）　拡張区で検出した東西方向の溝。南北幅は1.5〜1.7ｍで、東西６ｍ分

検出した。深さは0.6ｍである。平安時代前期（８世紀末から９世紀初頭）の完形の土器６点（図

14－17〜22）が、18・20〜22は正位置で、17は外面を下にした状態、19は伏せた状態の逆位置

で出土した。埋土にブロック土を確認できなかったことから、人為的でなく自然に埋没したと考え

られる。

落ち込み357（図11、図版19）　溝356の北側で検出した落ち込み。北端は調査区外である。深

さは0.2ｍほどであるが、調査区北西隅は0.3ｍと深くなっており、底面は凹凸がある。埋土にブ

ロック土が確認できることから、人為的に埋められたとみられる。出土遺物は、平安時代前期（８

世紀末から９世紀初頭）の土器が主体を占めるが、10世紀前半の遺物も含まれていた。
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図11　溝247・356、落ち込み357断面図（１：40）



（４）中世の遺構（図版２・３・13・14）

溝２条、耕作溝を検出した。これらの遺構は、壁断

面の観察から、基盤層上層の中世とみられる耕作土層

上面で成立するとみられる。

溝114（図12）　調査区中央で検出した南北方向の

溝。東西幅は北部0.5ｍ〜南部0.7ｍで、南北約50ｍ分

検出した。北で東にやや振れる。深さは北部0.1ｍ（標

高21.80ｍ）〜南部0.15ｍ（標高21.70ｍ）で、南へ向

かって緩やかに傾斜する。出土遺物は少ないが、鎌倉

時代の溝118と遺構の振れが類似しているため、中世

の遺構とみられる。

溝118（図12）　溝114の約２ｍ西側で検出した南北

方向の溝。東西幅は北部1.0ｍ〜南部1.4ｍで、南北約42ｍ分検出した。北で東にやや振れる。深さ

は北部0.15ｍ（標高21.80ｍ）〜南部0.2ｍ（標高21.73ｍ）で、溝114と同様に、南へ向かって緩や

かに傾斜する。瓦器椀が出土しており、鎌倉時代の遺構とみられる。

耕作溝群　調査区の全域で素掘り小溝を検出した。南北溝は北でやや東に振れるものが多く、東

西溝もそれに直交している。平安時代から中世の遺物を包含する。
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図12　溝114・118断面図（１：40）



４．遺　　物

（１）遺物の概要（表３）

今回の調査では、遺物整理用コンテナ17箱分の遺物が出土した。内訳は、土器・瓦類15箱、木

製品２箱である。

弥生時代の遺物は、弥生土器が土坑331から出土した。

平安時代の遺物は、土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、黒色土器、円面硯、瓦などが主に溝

247・356などから出土した。建物の柱穴からの出土遺物は少ないが、９世紀前半に属する。また、

建物４や柱列１では、柱根が良好な状態で残存していた。瓦の出土量は非常に少なく、小片が数点

出土した程度である。

中世以降の遺物は、土師器、施釉陶器、瓦器、磁器、染付が溝118や耕作溝から出土した。

以下、主要な遺構から出土した遺物を中心に概要を記す。遺物の時期は平尾政幸氏の土器編年案

に拠る
１）

。

（２）土器・土製品

弥生時代の土器（図13、図版20）

土坑331出土土器（１・２）　１・２は弥生土器壷。１は口径18.8㎝、底径6.4㎝。平底で倒卵形

の体部から口縁部が屈曲して開き、端部を拡張する。内面上部はハケ、外面は縦ハケ後に右下がり

のタタキ。全体的に摩滅しており、調整は不明瞭である。内面は灰色、外面はにぶい黄橙色を呈す。

２は口径21.4㎝、底径6.7㎝。平底で倒卵形の体部から口縁部が外反して開き、端部は垂下する。内

面はハケ後にナデ、口縁部内外面は横ナデ、外面は縦ハケ後に横位タタキ。内外面ともに灰白色を

呈す。いずれも弥生時代中期後葉。
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表３　遺物概要表



平安時代の土器・土製品（図14、図版20）

建物３出土土器（３）　３は緑釉陶器甑の口縁部。内外面ともにナデ。内面は浅黄橙色、外面は

釉が施されており、オリーブ灰色を呈す。建物３の柱穴181から出土した。

溝247出土土器・土製品（４〜16）　４〜10は土師器。４は椀Ａ。口径11.3㎝、器高2.5㎝。口

縁部内外面に煤が付着する。外面はケズリ。５は杯Ａ。口径17.2㎝、器高3.7㎝。外面はケズリ。６

は皿Ｃ。口縁部横ナデ、外面オサエ。７〜９は皿Ａ。７は口径18.6㎝、器高2.7㎝。８は口径18.6

㎝、器高2.6㎝。７・８ともに外面は摩滅のため調整不明である。９は口径18.8㎝、器高2.7㎝。外

面はケズリ。７〜９は別個体であるが、寸法はほぼ等しい。10は土師器甕。口径22.5㎝。内面ナ

デ、口縁部内外面ヨコナデ、外面ハケ目。

11〜14は須恵器。11〜13は杯蓋。11は口径12.2㎝、器高3.3㎝。宝珠形のつまみをもつ。12は

口径16.1㎝、器高2.5㎝。完形。扁平のつまみをもつ。外面頂部に１字もしくは２字の墨書がみら

れるが、墨が薄いため文字は判読できない。13は口径17.0㎝。つまみは欠損する。11〜13は、い

ずれも重ね焼きの痕跡がみられる。14は平瓶の底部。内面は全体的に有機物が付着していた
２）

。この

他に把手片１点を確認している。接合はできないが、内面に有機物が付着しており、同一個体とみ

られる。

15は緑釉陶器羽釜。口縁部から羽上面にかけてにぶい橙色の緑釉が確認できる。軟質で内面は浅

黄橙色を呈す。羽下面から胴部にかけては煤が付着しており、実際に使用していたことがわかる。

16は円面硯の脚部。須恵質。復元脚部底径は25.8㎝を超える。脚部に短辺約0.9㎝の長方形の透

かし孔を配す。また、小片のため図化していないが、円面硯の脚部とみられる破片を16の他に４点

確認している。いずれも接合はできないが、胎土・形状などから同一個体とみられる。

15・16はやや古い様相を呈すが、基本的な時期は京都１Ｂ段階に属する。
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図13　土坑331出土弥生土器実測図（１：４）



溝356出土土器（17〜22）　17〜20は土師器。17は土師器蓋。ボタン状のつまみがつく。18は

椀Ａ。口径12.9㎝、器高3.4㎝。摩滅のため調整不明。19は杯Ａ。口径13.0㎝、器高3.6㎝。外面は

オサエ。20は皿Ａ。口径15.5㎝、器高2.7㎝。外面はケズリ。

21・22は須恵器。21は杯。口径12.8㎝、器高3.8㎝。底部ヘラケズリ。22は皿。口径16.2㎝、器

高2.2㎝。内面に火襷の痕跡が残る。

時期は京都１Ｂ段階に属する。
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図14　建物３、溝247・356出土土器・土製品実測図（１：４）



（３）瓦（図15）

丸瓦（瓦１）　凹面に布目が残る。白色砂粒

や石英などを多く含むが、密な胎土である。

焼成は硬く、焼け締まっている。溝247から

出土した。

（４）木製品（図16・17、表４）

建物２・４、柱列１・３では、柱根11点が

残存していた。すべての柱根の樹種同定を行

い、残存状態の良好な２点（木１・２）を図

化した。建物・柱列の柱根はすべてヒノキで

あったが、建物４の柱穴147の柱根の下部か

ら出土した板材はスギであった。

また、溝247で出土した多量の炭化物のうち未炭化であった木材もヒノキであった。
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図15　丸瓦拓影及び実測図（１：４）

図16　木製品実測図（１：６）



柱根（木１・２）　木１は建物

４の柱穴127の柱根である。残存

長45.2㎝、径約20.6㎝。柱の下端

部には、縦12.5㎝、横8.5㎝の穴

が２方向からあいており、その穴

は柱の内部で接続していた。運搬

時に縄をかけるえつり穴とみら

れる。木２は建物４の柱穴147の

柱根である。残存長53.0㎝、径約

22.2㎝。木１・２ともに底面には

工具痕跡が残る。

註

１）	 平尾政幸「土師器再考」『洛史		研究紀要		第12号』		公益財団法人京都市埋蔵文化財研究所　2019年

２）	 	龍谷大学文学部歴史学科の山田卓司氏に依頼し、顕微鏡観察・蛍光X線分析を行った。蛍光X線分析

では元素が測定できなかったため、付着物の特定はできなかった。
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表４　出土木材の樹種一覧表

図17　建物４出土柱根

木１ 木２



５．ま	と	め

（１）調査地の歴史的変遷

弥生時代　土坑331を検出した。土坑からは弥生時代中期後葉の壷が出土した。

調査地は弥生時代の遺跡の範囲には含まれていないが、調査地の北東側には弥生時代から古墳

時代の集落跡である西院遺跡、北西側には弥生時代から奈良時代の集落跡である西京極遺跡が存

在している（図１）。今回の調査地で弥生土器が出土したことから、これらの遺跡がさらに広がり

をもつ可能性がある。

平安時代　建物１〜７、柱列１〜３、溝247・356、落ち込み357を検出した。

調査区北端で検出した溝356より南には区画施設が認められないことから、建物１〜７は同一宅

地の建物群とみられる。この溝356以南の遺構の時期は、８世紀末から９世紀初頭までに収まる。

この時期の宅地と建物に関しては、次項で詳述する。

９世紀初頭に建物群が廃絶した後は、平安時代中期・後期の遺構や遺物が確認できていないこ

とから、この時期は人間活動が極めて希薄であったことがわかる。

中世　溝114・118や耕作溝を検出した。遺構の密度や、遺物も非常に少なく、調査地には耕作

地が広がっていたとみられる。

（２）平安京右京六条三坊六町の宅地（図18）

平安京右京六条三坊六町（以下、「六町」とする）では、これまで2004年度にも調査が行われて

いる。今回の調査では、平安時代前期の掘立柱建物７棟、掘立柱列３条、溝を検出した。2004年度

調査でも、平安時代前期の掘立柱建物２棟、井戸１基と井戸の覆屋となる掘立柱建物を検出してい

る。2004年度の遺構の年代は、井戸の出土遺物により８世紀末から９世紀初頭とみられ、今回の調

査で検出した遺構と同時期ということができる。

これらの調査成果から、六町における宅地のあり方について検討する。

建物の特徴（表５）　六町の南半部では、今回の調査と2004年度調査と合わせて９棟の掘立柱建

物を検出した。これらの建物の属性を表５にまとめた。六町内で検出した建物の特徴は以下の通り

である。

・平安京の標準的な桁行柱間である７〜８尺よりもやや広い９尺の建物（建物１〜５）が多い
１）

。

・庇をもたない建物（建物１〜３・５・６）が多い。庇付は建物４・７、建物SB１（2004年度）

の３棟である。

・建物の面積は約40〜90㎡のもの（建物１〜３・６・７）が多い。100㎡を超えるのは建物４、

建物SB１（2004年度）の２棟である。

建物の先後関係と配置　今回の調査で検出した建物のうち、建物１と２、建物６と７は同じ場所

に重なるように位置しており、同一宅地内における建て替えの可能性が高い。柱穴の重複関係から
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図18　平安時代の平安京右京六条三坊六町遺構配置図（１：1,000）

表５　平安京右京六条三坊六町の建物一覧表



建物７は建物６よりも新しいことがわかるが、建物１・２の先後関係は不明である。また、建物３

と建物４は、柱穴の重複関係から建物４が新しいことがわかる。

建物１・２の先後関係に関しては、近接する建物３・４の柱掘形を比較すると、旧段階の建物３

は一辺0.7〜0.9ｍ、新段階の建物４は一辺0.6〜0.8ｍであり、旧段階の方が一回り大きいことがわ

かる（表５）。建物１の掘形は一辺0.7〜0.9ｍと建物３に近似しており、建物２は一辺0.6〜0.8ｍと

建物４に近似することから、建物２の方が建物１よりも新しい可能性が高い。ただし、今回示した

各建物の新旧は、それぞれの建物の重複関係からみた時間差であり、この宅地が新旧２時期（旧段

階：建物１・３・６、新段階：建物２・４・７）に分けられるとは限らない。また建物１・２の西

柱列と柱列１は、柱筋が通ることから建物１・２のいずれかもしくは両方と併存していたとみら

れる。この柱列１の存在によってその東西の空間は分化されている。

そして、建物１〜４と建物６または建物７の間には塀や溝などの区画施設が存在しないことか

ら、これらの建物は同一宅地に同時期に存在していたと考えられる。

宅地境界施設　今回の調査では、六町の南北中心位置で溝356を検出した。宅地の中を区画する

施設の可能性もあるが、宅地内の溝としては溝の幅が1.5ｍと広いことから、小径の側溝など１町

を南北に区画する施設の可能性が高いと考える。なお宅地境界の施設としては、小径の他に溝
２）

や柵
３）

などが平安京内で確認されている。また、溝356以南は、全体的に建物が配置されているため、六

町の南東部は少なくとも１/４町以上の宅地であったことがわかる。

建物構成と宅地規模　平安京における宅地の主屋は、一般的に庇をもつ一番規模の大きい東西

棟建物となる
４）

。宅地規模が１/４町とすると、建物１が主屋に、建物６・７が副屋に相当するとみ

られる。ただし、柱列１により区画された西側の空間に一番規模の大きい建物４が存在しており、

建物１が主屋とは断定できない。宅地規模が１/２町とすると、建物１〜３・６は庇をもたず建物

の面積が小さい、建物７は庇をもつものの桁行の柱間が狭く床面積も狭いため、これらが主屋とは

考えにくい。六町域で確認されている建物で、最も規模の大きいのは2004年調査の建物SB１であ

るが、この建物は東西両庇をもつものの南北棟であることから、これも宅地の主屋とは考えにく

い。このことから、これまでに検出した建物には宅地の主屋と想定できるものはなく、主屋の存在

するエリアは今回の調査地の西側の可能性が高い。

宅地の廃絶　今回調査した六町の宅地は、出土遺物から９世紀第１四半期には廃絶し、その後、

平安時代を通して宅地として利用されることはなかった。

平安京の右京は、10世紀後半には既に衰退していたことが、慶滋保胤『池亭記』に記されている

が、発掘調査成果からも10世紀中頃には基本的に右京域での宅地利用はなされないことが明らか

となっている
５）

。衰退の理由としては、河川の氾濫や右京域の大部分が低湿地であったことなどによ

り、元来、居住に適さない土地であったことが挙げられてきた。

今回の調査地の基盤層（黒褐色粘土層〜オリーブ褐色シルト）は、厚さ0.５〜0.7ｍの固く締まっ

た透水性の低いシルトである。今回、この基盤層の層相分析と放射性炭素年代測定を行った。その

結果、基盤層は扇状地の氾濫原堆積物に由来しており、その形成時期は、縄文時代後期前葉から中
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葉に位置付けられることがわかった（付章　自然科学分析　６.小結参照）。また、付章の図11から

は、調査地周辺は、等高線の間隔が広く傾斜のない平坦な地形であることが読み取れる。これらの

ことから調査地周辺は、透水性の低い地盤と低平な地形環境から、排水不良を引き起こしやすい土

地であったことがわかる
６）

。

2004年度調査では、馬代小路東側溝の位置に、幅５ｍ以上の流路SD35を確認しているが（図

18）、これは馬代小路の側溝が周辺の排水を行うために拡幅された結果とみられ、調査地周辺の水

はけが悪かったことを物語っている。

調査地である六町南半部の居住者は、平安京遷都に伴い、班給された宅地に居を構えたものの、

降雨の度に水に浸かるような場所であったために、平安時代初期のうちに早々に退去したことが

推測できる。

註

１）	 	南	孝雄「平安京掘立柱建物の特性－庇付建物の展開－」『研究紀要１』　財団法人京都市埋蔵文化財

研究所　1995年

２）	 	堀内明博・吉崎	伸「平安京右京二条三坊１」『昭和60年度　京都市埋蔵文化財調査概要』　財団法人

京都市埋蔵文化財研究所　1988年

３）	 	鈴木康高『平安京右京七条一坊十二町跡』京都市埋蔵文化財研究所発掘調査報告2018－12　公益財

団法人京都市埋蔵文化財研究所　2019年

４）	 註１）に同じ

５）	 	南	孝雄「衰退後の右京－十世紀後半から十二世紀の様相－」『平安京の地域形成』　京都大学学術出

版会　2016年

６）	 発掘調査中も降雨の際は非常に水はけが悪く、調査区内は滞水していた。
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付章　自然科学分析
株式会社パレオ・ラボ

（１）放射性炭素年代測定

1．はじめに

今回の自然科学分析では、調査区（右京六条三坊六町跡）の遺跡基盤層の堆積年代を検討する目

的で、基盤層表層の黒褐色土壌の腐植について、加速器質量分析法（AMS法）による放射性炭素

年代測定を行った。

2．試料

遺跡基盤層の観察と試料採取は、２箇所の深掘トレンチで行った。深掘トレンチには、トレンチ

１とトレンチ２とする。深掘トレンチの位置を、図１・３に示す。また、図２にトレンチ１とトレ

ンチ２のそれぞれの壁面での堆積状況を柱状断面図で示す。測定試料は、トレンチ１の遺跡基盤層

表層の黒褐色土壌から採取した（図１・７）。

深掘トレンチの壁面構成層は、層相から、深掘トレンチ下部と深掘トレンチ上部の２つに区分で
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図２　深掘トレンチの堆積状況と測定試料の採取位置

表１　測定試料および処理

図１　深掘トレンチ位置（１：1,000）



きる（図２）。深掘トレンチ下部は、フォーセット斜交層理（葉理）が発達する細礫〜中礫からな

る礫層を主体とする（図６・８）。トレンチ１では、礫層中に泥層が挟在する（図６）。深掘トレン

チ上部は、シルト主体の塊状無層理の泥層が堆積する。削平される以前の地表が相対的に低かった

と推測される領域には、トレンチ１のように深掘トレンチ上部の表層部に、腐植質に富む暗色帯を

なす泥質土壌化層準が載る（図５）。今回は測定試料として、トレンチ１の暗色帯をなす泥質土壌

化層準を構成する腐植を採取した（図７）。
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3．方法

測定試料の情報、調製データは表１のとおりである。測定試料を図９に示す。試料は調製後、加

速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクトAMS：NEC製	 1.5SDH）を用いて測定した。得られ

た14C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、14C年代、暦年代を算出した。

4．結果

表２に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ13C）、同位体分別効果の補正を行って

暦年較正に用いた年代値と較正によって得られた年代範囲、慣用に従って年代値と誤差を丸めて

表示した14C年代、図10に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は下１桁を丸め

ていない値であり、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較正を行うため

に記載した。
14C年代はAD1950年を基点にして何年前かを示した年代である。14C年代（yrBP）の算出には、

14Cの半減期としてLibbyの半減期5568年を使用した。また、付記した14C年代誤差（±1σ）は、測

定の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の14C年代がその14C年代誤差内に入る確率が

68.27％であることを示す。

なお、暦年較正の詳細は以下のとおりである。

暦年較正とは、大気中の14C濃度が一定で半減期が5568年として算出された14C年代に対し、過去

の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動、および半減期の違い（14Cの半減期

5730±40年）を較正して、より実際の年代値に近いものを算出することである。
14C年代の暦年較正にはOxCal4.4（較正曲線データ：IntCal20）を使用した。なお、1σ暦年代範

囲は、OxCalの確率法を使用して算出された14C年代誤差に相当する68.27％信頼限界の暦年代範囲
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図９　測定試料№１（PLD-49760）

表２　放射性炭素年代測定および暦年較正の結果

図10　暦年較正結果



であり、同様に２σ暦年代範囲は95.45％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、

その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は14C年代の確率分布を示し、

二重曲線は暦年較正曲線を示す。

5．考察

（1）年代値

試料№１（PLD-49576）は、14C年代が3605±25	BP、較正年代が2028-1891	cal	BC	（95.45%）で

ある。測定結果については、小林（2017）による縄文時代の放射性炭素年代値と土器型式および年

代観にもとづくと、縄文時代後期前葉〜中葉に対比できる。

（2）深掘トレンチの堆積状況

深掘トレンチ下部の礫層で発達するフォーセット斜交層理（葉理）は、扇状地河川において、流

路内の砂礫堆の掃流移動によって形成される網状河川堆積物に典型的に形成される（増田，

2019a；柴田，2022）。今回の調査区は、植村（2004）によれば、京都盆地内に発達した扇状地上に

位置すると判断できる。さらに、深掘トレンチ下部と同様の岩質と堆積構造を示す砂礫層は、増田

（2019b）の鴨川の扇状地での詳細な研究結果でも確認できる。

よって、深掘トレンチ下部の礫層は、調査区付近で発達した扇状地面を埋積した網状河川堆積物

と捉えられる。礫層を被覆するシルト主体の泥層の深掘トレンチ上部は、網状河川の流路が埋没し

た後に氾濫原へと変化して、周辺から浮流洪水堆積物が供給されて形成されたと判断できる。

なお、古代以降の削平を免れた、相対的に低所に位置する深掘トレンチ１では、トレンチ上部の

表層に暗色帯をなす泥質の土壌化層準が残存する。この土壌化層準を構成する腐植からは、縄文時

代後期前葉〜中葉の年代値が得られた。また、土壌化層準の上面は、古代の遺構検出面に相当す

る。今回得られた年代値と深掘トレンチの層相および発掘調査の結果から、調査区付近の氾濫原の

堆積環境は、縄文時代後期前葉〜中葉には既に安定化していたと捉えられる。さらに、古代の遺構

検出面の被覆層は、泥質でかつ層厚も薄い。このような堆積状況から、調査区付近では、縄文時代

後期前葉〜中葉以降から基本的に安定した堆積環境が維持されており、洪水の発生頻度が非常に

少なく、かつ粗粒な洪水堆積物が流入するようなイベントは生じていなかったと考えられる。

（3）調査区付近の地形について

平安京域の地形発達史については、河角（2004、2007）などの歴史時代の詳細な地形学的研究が

存在する。河角（2004）の地形分類図によると、今回の調査区は、完新世段丘面のⅢ面上に立地す

る（図11）。完新世段丘Ⅲ面は、扇状地面として発達した地形面である。本面は、縄文時代晩期以

前に地形面の発達が生じたとされる。完新世段丘Ⅲ面の構成層は、深掘トレンチで確認した遺跡基

盤層に相当する。このうち、地形面を発達させた扇状地堆積物は、深掘トレンチ下部の礫層に相当

する。今回実施した放射性炭素年代測定によって、調査区付近の扇状地氾濫原は、縄文時代後期前

葉〜中葉には安定した氾濫原に転じていたと捉えられる。この結果は、河角（2004）による地形発

達史的研究とも概ね調和的であるとともに、完新世段丘Ⅲ面の安定化の時期がやや古くなる可能
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性を示している。よって、調査区付近の扇状地面は、縄文時代後期前葉〜中葉以前に既に離水傾

向、すなわち段丘化していたと判断できる。今回の調査では、礫層から年代測定試料が得られな

かった。今後、付近の発掘調査において継続的に深掘調査を実施し、礫層を含めて遺跡基盤層の年

代値を明らかにしていく必要があると思われる。

なお、完新世段丘Ⅲ面の北側には、最終氷期に発達して、その後に段丘化した扇状地面である更

新世段丘Ⅱ面が分布する。右京三条一坊六町跡の10次調査の報告書（京都市埋蔵文化財研究所，

2013）に示された詳細な地質情報（パリノ・サーヴェイ株式会社，2013）によると、10次調査で

は、古代の遺構確認面の下位－1.8ｍにおいて、噴出年代が約3.0万年前（Smith	et	al.,	2013）の姶

良Tn火山灰（AT）のテフラの挟在が確認されている。また、室町時代以降の氾濫原の急激な埋積

により、現氾濫原面に区分される領域に位置する右京三条三坊三町跡では、古代の遺構検出面の下

位－1.0ｍの砂礫層に挟在する腐植質シルトから、24090	 14C	 BPの年代値が得られている（河角・

小野，2009）。この年代値は、最終氷期最寒冷期に相当し（工藤，2012）、後期旧石器時代中葉に対

比できる（森先，2022）。

更新世段丘Ⅱ面上の調査区から得られているこのテフラと放射性炭素年代値は、本面が最終氷

期後半に発達した状況を支持している。今回の調査区の北側の近くでは、形成時期が相対的に古

い、一段高く段丘化した扇状地面の存在が確認できる。
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図11　調査地周辺の地形学図



6．小結

遺跡基盤層の放射性炭素年代測定と、河角（2004、2007）の平安京の地形発達史にもとづくと、

右京六条三坊六町跡の調査区は、縄文時代後晩期に段丘化した扇状地面上に位置すると判断でき

る。深掘トレンチ上部のシルト主体の泥層は、段丘化前後に堆積した扇状地の氾濫原堆積物であ

る。削平を免れた氾濫原堆積物の表層には、縄文時代後期前葉〜中葉の年代値を示す暗色帯をなす

土壌化層準が形成される。この土壌化層準の直上が古代以降の遺構検出面に相当しており、調査区

付近は、縄文時代後期前葉〜中葉以降にはかなり安定した堆積環境が維持される土地条件であっ

たと考えられる。

ところで、通常段丘化した地形面では、地下水位が低下する。ただし、扇状地では、埋没する砂

礫が地下水の水みちとなるため、地下水位や地下水の水みちは地形面の段丘化だけでは説明でき

ない。この点については、周辺の井戸遺構の状況や古水文学的な検討をふまえ、古代における右京

域の人々の水利用の実態を考えていく必要があると思われる。

さらに、深掘トレンチ上部のシルト主体の氾濫原泥層については、ある程度の層厚をもって層状

に累重し、古代以降の遺構検出面を形成している。シルト主体の氾濫原泥層は、砂質層準よりも透

水性が不良と考えられる。透水性が相対的に低い泥質堆積物でも、植物や動物による土壌化作用で

形成された孔隙を伴う土壌構造により、透水性が確保される場合がある（宮崎，2014）。ただし、

人間の地表撹乱で土壌構造が破壊されると、透水性は低下する（宮崎，2014）。古代以降の遺構検

出面をなす氾濫原泥層は、今回の放射性炭素年代測定により、縄文時代後期前葉〜中葉以前に形成

されるとともに、当該期前後に土壌生成作用が強まったと考えられる。よって、縄文時代後期前葉

〜中葉以降には、調査区の遺構検出面付近の氾濫原泥層において、土壌構造が累積的に発達してい

くような状況であったと推察できる。よって、調査区付近では、雨水などに対する地表排水性があ

る程度確保されていたと予想される。このような地表環境下において、本調査区では、平安時代前

期に宅地造成などの人間活動が顕著化する。平安時代前期の地表面であった氾濫原泥層の最上部

付近では、当該期の人間活動に伴う地表撹乱による土壌構造の破壊よって、地表排水性の低下が生

じた可能性があるが、現状においては想定段階にとどまる。平安時代前期の地表排水性の不良化に

伴う地表環境の変動については、遺構の埋没過程などから、今後さらに検証を試みたい。

（パレオ・ラボAMS年代測定グループ　　

伊藤　茂・加藤和浩・廣田正史・佐藤正教・山形秀樹・Zaur	Lomtatidze・辻　康男）
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（２）花粉分析

1．はじめに

平安京右京六条三坊六町跡の調査区において、古環境を検討するために堆積物試料が採取され

た。以下では、試料について行った花粉分析の結果を示し、遺跡周辺の古植生について検討した。

2．試料と方法

分析試料は、平安時代前期の８世紀末から９世紀初頭に

埋没した溝356埋土から採取された２試料（№１、№２）で

ある（表３、図12）。これらの試料について、以下の処理を

施し、分析を行った。

試料（湿重量約３〜４g）を遠沈管にとり、10%水酸化カ

リウム溶液を加え、10分間湯煎する。水洗後、46%フッ化水

素酸溶液を加え、１時間放置する。水洗後、比重分離（比重

2.1に調整した臭化亜鉛溶液を加え遠心分離）を行い、浮遊

物を回収し、水洗する。水洗後、酢酸処理を行い、続けてア

セトリシス処理（無水酢酸９：濃硫酸１の割合の混酸を加

え20分間湯煎）を行う。水洗後、残渣にグリセリンを滴下

し、保存用とする。検鏡は、この残渣より適宜プレパラート

を作製して行った。プレパラートは樹木花粉が200を超える

までカウントし、その間に現れる草本花粉・胞子を全て数えた。また、主要な分類群の単体標本

（PLC.3873〜3880）を作製し、写真を図14に載せた。

3．結果

２試料から検出された花粉・胞子の分類群数は、樹木花粉19、草本花粉14の、総計33である。

これらの花粉・胞子の一覧表を表４に、花粉分布図を図13に示した。花粉分布図において、樹木花

粉の産出率は樹木花粉総数を基数とした百分率、草本花粉と胞子の産出率は産出花粉胞子総数を

基数とした百分率で示してある。また、図および表においてハイフン（－）で結んだ分類群は、そ

れらの分類群間の区別が困難なものを示す。

№１と№２では、樹木花粉においてスギ属とコナラ属アカガシ亜属の産出が目立つ。草本花粉で

はイネ科の産出が目立つ。また、№２では栽培植物のソバ属が得られている。
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図12　	溝356埋土の採取ブロック試料
断面写真と分析試料の採取位置

表３　分析試料一覧
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表４　産出花粉胞子一覧表

図13　花粉分布図



4．考察

２試料ともに樹木花粉では、スギ属とコナラ属アカガシ亜属の産出が目立つ。よって、遺跡周辺

の丘陵地などにはスギ林やコナラ属アカガシ亜属からなる照葉樹林が分布していた可能性がある。

スギ属とコナラ属アカガシ亜属の産出が目立つ溝356と同様の結果は、右京三条一坊六・七町跡の

９世紀初頭および９世紀中頃、９世紀後半の花粉分析結果でも確認できる（京都市埋蔵文化財研究

所，2021）。また、４層ではモミ属やシイノキ属－マテバシイ属の産出率が増加しており、４層の

堆積時にはモミ属やシイノキ属－マテバシイ属が分布を広げていた可能性がある。

今回の８世紀末から９世紀初頭に埋没した溝356では、二次林要素の高いマツ属複維管束亜属の

産出率が低調である。平安京域のマツ属複維管束亜属については、９世紀ころにマツ属花粉が急増

する傾向が確認されており、宅地域の庭園などにおけるニヨウマツ類の植栽が既に指摘されてい

る（パリノ・サーヴェイ株式会社，2013）。この指摘を裏付けるように、右京三条一坊六・七町跡

では、９世紀後半の庭園池の埋没層である泥炭において、マツ属複維管束亜属の産出率が増加する

（京都市埋蔵文化財研究所，2021）。

一方で、右京三条一坊六・七町跡では、10世紀前半の試料でマツ属複維管束亜属の産出率が低い

結果が得られており（京都市埋蔵文化財研究所，2021）、10世紀にはマツ属複維管束亜属の減少が

推測される。ただし、この結果は１試料のみに基づいており、平安京域の古代におけるマツ属複維

管束亜属等の動態については、分析試料の採取層準から出土する土器の詳細な時期比定や遺構分

布、さらに分析地点の埋没過程などをふまえ、今後さらに検討を行う必要があると思われる。

草本花粉では、両試料ともにイネ科の産出率が高い。溝356周辺には草本類のイネ科が分布して

いた可能性がある。また、ガマ属やオモダカ属、ミズアオイ属といった好湿性植物の花粉も得られ

ており、溝356周辺の湿潤な場所に生育していた可能性がある。あるいは、オモダカ属やミズアオ

イ属は水田雑草を含む分類群としても知られており、イネ科の多産と併せて考えると、溝356周辺

において水田稲作が行われていた可能性も考えられる。さらに、６層では栽培植物のソバ属が得ら

れているため、溝356周辺でソバ栽培が行われていた可能性がある。ただし、以前の発掘調査によ

ると、平安時代前期の平安京右京六条三坊六町跡あたりは宅地とされているため（京都市埋蔵文化

財研究所，2004）、水田やソバ畑が存在していた場所は、比較的離れた場所である可能性がある。

あるいは、溝356にソバ殻が捨てられており、そこに付着していたソバ花粉が検出された可能性も

考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森　将志）
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図14　№２から産出した花粉化石
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